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の限界/問題点が広く認知されてきたこと(Dhavale, 1996 ;Johnsonand Kaplan, 1987 ;
ReesandSutclifEe, 1994),インターネットやERPなどの情報技術/イノベーションが進
展したこと(Bums andVaivio, 2001 ; Eccles, 1991), ¶∋MやJ汀などの先端的な品質管



















































ton (1996b, 2001a, 2004a, 2006a, 2008a)の5冊が出版されている｡これらの著書がすべ
て③の成果物としての論文や著書の執筆の段階であると捉えると,イノベーション･アク















がしばしば観察されている(Ax and BjOmenak, 2005 ; Bedford et a1., 2008 ; Malmi, 2001 ;





(特に北欧)やアジア地域においても導入企業数は増大している(Ax and B拍rnenak, 2005 ;
Bain & Company, 1999 ; Bukh and Malmi, 2005 ; Fdgo, 2001 ; Hendricks et a1., 2004 ;
















本研究においてサーベイの対象となった論文のうち, ｢Accounting, Organizations and
Society｣ , ｢nle Accounting Review｣ , ｢Behavioral Research in Accounting｣ , ｢1ne British
Accounting Review｣ , ｢ContemporaⅣ Accounting Research｣ , ｢European Accounting Re-
viewJ , rInternational Joumal of Accounting Information SystemsJ , rJournal of Account-
ing uterahre｣ , ｢Joumal of Accounting Research｣ , ｢Joumal of Accounting, Auditing &
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HBR; HaJVard Business Review,


















年数 刔iB最小値 俐YY&ﾂ平均値      
1997年 澱1 1.67    
1998年 2 釘2.67    
1999年 澱1 迭2.33   
2000年 迭1 釘2.60   
2001年 途1 澱2.71   
2002年 澱1 迭2.67   
2003年 途1 澱2.71   
2004年 b1 迭2.50    
2005年 湯1 澱3.33   
2006年 迭1 途2.40   
2007年 B1 釘1.93    
2008年 "1 唐3.33    
2009年 途1 澱2.71   
2010年 湯2 湯4,44   



















1997 涛1999 2001 "2003 B2005 b2007 2009                             
KaplanandNorton(1992)HBR 澱3 迭4 釘6 釘7 澱2 澱6 8         
KaplanandNorton(1993)HER 1 2 3 2 釘1 3 2              
KaplanandNorton(1996)Book 2 釘4 澱3 澱14 途3 途10 迭8         
KaplanandNorton(1996)HBR 2 2 1 3 2 4 6               
KaplanandNorton(1996)CMR 0 1 0 2 1 1 0               
KaplanandNoⅠ1on(2000)HBR 0 0 1 1 1 2 2               
KaplanandNorton(2001)AH 0 0 1 2 迭1 6 白1             
KaplanandNorton(2001)Book 0 0 1 迭9 1 澱7 釘4            
KaplanandNorton(2004)HBR 0 0 0 0 0 1 3               
KaplanandNorton(2004)Book 0 0 0 0 0 0 2               
KaplanandNorton(2005)HBR 0 0 0 0 0 0 1               
KaplanandNorton(2006)HBR 0 0 0 0 0 0 2               
KaplanandNorton(2006)Book 0 0 0 0 0 0 I               
KaplanandNorton(2008)HBR 0 0 0 0 0 0 0               
図表5　主要論文/著書の引用回数の推移


































































































































































































たとえば, Wong-On-Wingetal. (2007)は, BSCを用いた業績評価において,行為者一



























































































































らかにされている(Dater etal., 2001 ; Dikolli, 2001 ; Duttaand Reichelstein, 2003 ; Feltham

















































































































































指摘されている36 (Austin and Gittell, 2002 ; Baker etal., 1994 ; Baiman and Rajan, 1995 ;






2000 ; Gibbs et a1., 2004 ; Govindarajan, 1984 ; Govindar･aJan and Gupta, 1985 ; Rajan and
























































































































































若者/椎結* 兒ｩﾙｲ主な分析方法 偃X,瓜ｩﾘﾈｸ悗問迎指標/視点** 888            
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AOS; Accolmling, Organizations and S∝i(Aty. CAR : Contemporary ^eeounting ResearrhJAAF; Journ.1) of ACCOuntlng. Auditlng 良 FinaneeJAPP; Jotlrnal of Accounting and Public Po)icy. JM^R; Journal oE Management Accounting RcseaTCh. TAR', The AeL･()untlng RpvleW





























































et a1., 2003) ｡
一般的論調としては, ROIなどの財務指標は結果指標であり短期主義的行動を促進する
傾向があり,プロセスを測定できる非財務指標はこうした短期志向を是正する効果を有す




























を, (∋Curvilinear Function (関係性の強さが指標の水準によって変化する), ②Knked



























































































































この点に関連して, Webb (2004)は, SPMSの因果関係の強さの知覚が目標コミット
メントに正の影響を及ぼしていること54を実験研究によって実証し,因果関係(の知覚)






























De Hass and Kleingeld, 1999 ; Ferreira and Otley, 2009 ; Jazayeriand Scapens, 2008 ;





構築することが重要視される　Uazayeriand Scapens, 2008 ; NOrreklit, 2000 ; Rouse etal.,
2002)｡たとえば,目的一手段関係においては,とられた行動(手段)が意図された目的




が補完される(De Hass and Kleingeld, 1999 ; N疹rreklit, 2000 ; Norreuit and Mitchel1,









































































































































































く管理会計システムを対象として研究が行われてきた(Aberne仇yand Brownell, 1999 ;
Bisbe and Otley, 2004 ; Davila, 2000 ; Henri, 2006b ; Tuomela, 2005 ; Widener, 2007 ;谷,
1991, 1992, 1994, 1997 ;三夫, 2003)｡ BSCのみでは先行研究がかなり限定されるので,以
下では非財務指標を含んだ業績評価システムを対象とした先行研究も含めて検討する65｡
6.1インターラクテイブ･コントロールの基礎概念

















































(Goold and Quinn, 1990)｡外部環境の変化に対応し,戦略的変化を的確に実行する能力
は組織業績に大きな影響を及ぼす(Nyamorietalリ2001)｡こうしたことから, BSCを成
功裏に利用するには,インターラグテイブ･プロセスが重要であると認識されている
(Mooraj et a1., 1999)｡提唱者であるKaplanらも, Mobil NAM&R (NorthAmerica Mar-










たとえば, Jazayeriand Scapens (2008)は, De Haas and meingeld (1999) , Norreklit


































































































システムの利用日的や方法が異なっていることを示唆する研究(Davila, 2005 ; Davilaand
Foster, 2005 ; Davila et a1., 2009 ; Granlund and Taipaleenm箆ki, 2005 ; Moores and Yuen,





















































ル(Henri, 2006b ; Marginson, 2002 ; Naranjo-Giland Hartman, 2006),競合価値モデル
(コントロールと柔軟性) (Henri, 2006a),本社設計のPMSと子会社設計のPMS (Dossi
and Patelh, 2008) ,垂直的関係と水平的関係/実践の標準化と差別化/意思決定の集権化
と分権化(Busco et a1., 2008),競合するステークホルダー間の目的(Sundin et a1., 2010),




















































































































































































































































































que andJames, 2000 ; Speckbachereta1., 2003),経済的業績(乙政, 2004)といった要
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因の促進的な影響が実証分析を通じて明らかにされている｡






















































































































る｡たとえば, Kasurien (2002)は,フィンランドの多国籍企業のSBU (strategicbusi-
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LRP 俘ｲﾉﾙzｨ躪ﾏﾈ,ﾄ%48,ﾉy駅ｩ.育Xﾏﾈ,ﾄ%48,ﾉy駅,iYzｨ,h,ﾈﾏﾍﾘﾞﾉwﾘｲ合的な菜新評価(5点リカート))○ <稔合的な成果指標> 財務的成果と非財劫的成果から合成変数を井出.               
BryantetaL (2004) JMAR 栃ﾞk轌Ux,iOﾞk轌Ux*xﾞYﾈ+8.ｨ.們IiUﾘ廁5h5X87h8ﾘ4ﾈ5bﾒXｸ6x8986x,ﾉ_ｶ騏ﾙ_ﾙHｨ+.h,,Bﾈ6x6(7h4x4ｸ4X4"く指標間関係> 非財我の視点に属する成果指標と財務の視点の 成果指標との関係性 兔Hﾙ鄧)仄h檍,ﾈﾍｨｷiｲNx轌H,ﾉ+(ﾛｸｮ仂h,R6W7FH,ﾈ6hｸ5ｲ5ｩy駅Eﾈ,ゴｮ仂bD共分散構造分析 俥k轌Ux,iOﾞk轌Ux/[冽+X+ﾘ閂ﾋiUﾘ廁5h5X8/YY?ﾈ+X,H*(.舒                                                          
プの報酬が財務指標のみで決定されているか,財務/非財務指標の併用に よって決定されているのかによって分類○ 劔菜の方が,非財務的な成果指標の利益への彩管がより高い○ 
DavisaJldAIt)right (2004) MAR 篤%48,ﾈ鋠ﾈ,ﾉtﾉk3<財務的成果> CKFM(Compositekey血ancialmeasure);当 該銀行にて各支店が殺大化すべきとされている財務 指標(各支店の親模,市場,経済的,概略的な追い は経営掛こよって調整される). 儉鞁>ﾉ8ﾉYH,.仞(ﾗ8,ﾂウイルコクソンの符号 49*)ﾈﾎ8,俥k4ﾈ惠,ﾘ淙ｻｨ+8.｢ﾈ+,ﾉﾈ惠,ﾉ¥ｸ,ﾙ69ﾙ4萎k                   
BSCを導入している支店と中人していない支店で分類o 刹繧ﾂの支店 儻H*ｸ肩ﾉ指標のみを使用している支店と比べでも有意に高いものであったo    
JemiasandGani (2004) MAR 栃ﾍｨｷiｹ7な5888ｨｸ,Yﾙxｨ,X*ｸ.僭ｩrﾉGX,ｹ(ｨxｴ俯7867ﾘｸ4ﾈ984x佇隴I愰NrﾉYzｨﾇh柯,x/ｩ.x.豫yyﾘ檍ﾇh5h5X8<ビジネスユニットの財務′非財務的成果> ROl,利益,督莱CF,原価管理,新制品開発,販 jut:数丑,シェア,市場間堀,人材開発の九つの尺政 に関して自社の標準′浪合と比較した評価(7点リ カート)と上司による兎蛮性を掛ナ合わせて測定o Inﾈﾞﾝ愛X,仭ﾈ+x.x824ｨ8ｸ5伊H竧処8ｨｮ相関分析, 丼Izｨ,h蓼,(,ﾈ5(986X4y¥B瓜ｨﾊ嶌5(986x8ﾘｸ8ｸ,ﾈ587bﾈｬyyﾘ檍ﾇh5b                                           
14の特定の管理会計システムの利用の有頻と詑要性(7点リカート)から抽 出された因子の一つ○ 剋6社の115のビジネスユ ニット 兌ﾘｼ(,ﾈﾛx,ﾈﾉステムのタイプ)の適合度が高いと戦略的選択にかかわらず成果が高い○     
-　ii凪卜
著者/雑誌* 儖ﾞk轌Ux,ﾉy駅ﾕ242成果変数 兒ｩﾙｲ分析方法 ﾈ惠,亊h+x.偃X,瓜ｩﾘﾈｸ悗               
林(2004) 企菜会計 篤%49;?ﾈｮ仂h,x.偖ﾘ閂､ﾈ,x.(ﾛ<戦略共有直接効果> BSC中人による,目標設定や菜劉評価などのマネ ジメントツールの経営職略に対する統合皮向上に 関する五つの質問(5点リカート)○ <概略共有間讃効果> BSC導入による,経営職略に対する従某月の忠 弛向上に関する四つの質問(5点リカ-I)o 48ｿ8駟?ﾈｮ仂c倆s洩ﾈ,ﾂｼh蹴記述統計分析 48,ﾈ鳬ﾈ,ﾘ自Lｩ4佗俛ﾉﾙzｨ/yHﾕﾉﾈ醜,冏i:x+8+佰｢鞍zｨｺItﾈﾏ｢ｨ*.定+ﾘ+Rﾈ+,ﾈ･IzｨｺItﾈﾏｨ,ﾘ9ｨ,ﾉｹ¥｢吋驃粐oRh,,Hﾛx腰*ｨ-ﾘ.x.ｨ.ｲ                                            
松尾(2005) 会計 栃齷:霑ｸ4ｨｸ,X,ﾉOﾞk轌Ux/ｭﾈ-鞏越ｹUﾘ廁5h5X8,ﾉ;?ﾃtx倆&ﾉUﾘ廁轌Ux*ｨvR謁ﾘｹ;笘+8.ｨ.丶ｲﾈtﾝ&儷ﾘ廁5h5X8,ﾇﾘ,8*(+ﾙmｩUyﾙ.x,x.9:ｩ¥ｸ+x.xt(ﾗ9:ﾈﾈｸ悗*ｨ囗ﾍ9Uﾘ廁轌Ux,儷ﾈ.ｨ.丶ｸ,ﾈ蓼,(,ﾈ惠,ﾉJﾘﾋｹ&丶ｸ/Zｨ*t,ht,ﾂ&丶ｸ,X,ﾉ¥ｸ/ﾉ&<指標に対する理解庇> <目標設定における問迎皮/韮零度> ROA,概略課渇達成度(非財務指標)に関してそ れぞれ6点リカートで評価○ く非構造化インタビューによる行動の変化抽出> 俾傚Xｿｸ4ｨｳバス解析 vY&丶ｸ,凉ﾘ7ﾘﾞkﾞﾘX轌Ux,h.,侘IﾉI兀InX,ﾉiｸ,ﾈ*(*ﾙX,ﾘ,x,+ﾖtｴ儷｢9:ｩ¥ｸ+x.丶ｸ,X,ﾒﾉOﾞk轌Ux,ﾙﾙzｨﾗ8,ﾈ+ﾘ-ﾉxb+Xﾙﾘ/.h.X,們ﾗ8+8+鎚･Izｨ,ﾈ/ﾏﾈ8+8+H*h,YtﾈﾏX*,+ﾖ                                                                                                             
Chenhall(2005) 毒5ﾕ8,ﾈｺ8ﾘx,h*(*H鋻_<ｳﾕ8*､VﾉUrﾈ･Iz｢ﾈ4ﾂﾘ5h88ｭH.(廂&ﾈﾇﾘﾛﾘ/{&h+X+ﾙ9ﾘﾘyｸ/<職略的成果> Milleretal,(1992)によって示された11の機略項 ｸ5x8ｨ4ｮ仂c#,ﾂ4%X.h.(ﾛ絢i|ﾘ,ﾉ;r.ｨ+ﾘ7ﾘ6ﾈ5x88ｳkﾂ共分散榊造分析 ﾘﾘy4ﾕ8,ﾙYzｩ4ﾈ惠/淙ｻｨ+x.鑓+ﾘ+Rﾈ+*H+X+ﾙ+ﾉｩ4亊hﾅr                                         供している硬度,財務.Wl客ゼジネスプロセス,長期的イノベーションの領域 之ﾈ,亊h+ .痛9ﾘﾘx,iNIZﾘ+X+ﾙUﾘ廁,h+ｸ,ﾈ･Izｩ4佗ｨ凾ﾌみならず,SPMSは製造に関する概略的整合性を高め組織学習を促進   
AOS 倡yUx,ﾉ/ｹhﾗ8轌Ux,i'為8轌Ux/JﾈｹX,H*(.i7亊h+x.",ﾈn(ﾘm｢ペ5ｨ4ｨｸ6rx蓼,(,ﾈ宿斡ｨ,hﾝ畏X,ﾈ8ｨ985ｸ5rﾈﾗｷ躋ﾏﾂﾈ5H7h888Hｸ躪ﾏﾂ5ﾕ8,ﾉ<ｸ,h+X,I(ｨｲ性(ともに7点リカート)のスコアを掛け合わせた値から 三つの因子(配送,柔軟性.低コスト/価格)を概略的 成果として抽出○ PLSモデリング) x.,h,Rﾉﾙzｩ4ﾈ惠/ﾘ(-h*(*HｭIｨﾏｨ,亊h+x.ﾉ.辷鰄+8.｢+ﾖ                                                     
Hoque(2005) 篤%48,ﾉOﾞk4井(,ﾈ雹5x.倡yUx,ﾉJﾒb蹣Uﾘ廁,X,ﾉy駅NsVV襯ｦﾖW2dｶﾆ襯踟'F涛f"ﾖﾈ,ｨ+8.ｨ+ﾓ8ﾘmｨ,ﾈ轌Ux,ﾈﾝＦI¥h廁,X,ﾉy駅Nrズ5ｨ4ｨｸ6rﾉ;x蓼,(,ﾂ宿/(ｨ姶X宿,ﾈ岑肩愰Ny;%[ﾘｼ,i9ﾈ,ﾉ%[ﾘｼﾉ{ﾉ_ｲ/Zｩﾘ,凉駅ｲ<租紙的成果> GoVindarajan(1984)によって用いられた財務的/ ｨ8Xｸ5xｸ886ﾉｹ(ｼb韮回帰分析 ｬ(ｺｹW8ｦﾘｸ*ｨﾘ(*(8ｻX岑,(,BﾉOﾞk轌Ux,ﾉy駅*ｨ.h.畏(*)ﾂ惠,(,ｨ.薬                                                                                     
BAR 剩熏I成果を表す12項目に関して平均と比較し た得点(5点リカート)の単純平均o 鉄((交互作用効果) hﾌ)¥ｨ,ﾉOﾞk轌Ux,ﾈ8ﾈ7ｸ,X,ﾒﾈ薊ｷ,ﾈ雹5亊i:h+X+ﾘ轌Ux,hｧx,bﾉ+x,ﾈ雹5亊Y:h+X+ﾘ轌Ux,(,Bﾈt,ﾈﾏﾍﾘﾞﾉwﾏｨ*ｨｬ+8.ｨ+ﾘｲ                         




HassabEhabyet aL(2005) JMAR 橡_ﾅ,儖ﾞk轌Ux,ﾉy駅<市場関連成果> 芳WFﾂ窿#2ﾉZｩﾒｸ,ﾈ*H+Oﾞk轌Ux,並回hn.-分析, CoX比例ハザード 分析 Oﾞk轌Ux,ﾉy駅,hｮ俤ｸ,h,ﾉ靼yｸ*ｨｩx乖(+8,ﾈ帽ｻｷ-ｨ+xｲ                                               
非財務指標に対するウエイトづけD 僖隴H,ﾈｩ+)鞋ﾘ,ﾈｩH8ｨ5ｸ96特定のウエイトづけをして いた91社 刧A過去の菜親と企菜特性は非財務指標の継競利用の主要な決定要素で ある○        
西居(2006) 原価計算研究 橡_ﾙ,ﾈﾔﾉLﾘ+3ﾙvﾈ,(,ﾉOﾞk轌Ux,ﾈ6x6(7h-h,ﾉ_ﾙ,ﾉtﾉk8,ﾉ[ﾘｼﾈｲﾉOﾞk轌Ux,ﾆ盲.以ｸ惠,亊h+x.(7X6ｨ5ｸ5h8x93<財務的成果> 過去3年間の平均ROAO ｩgｸ,ﾉ8ﾈｩYH8ｨ,ﾉｲ(鑽伊ｩﾘﾝ*ﾒ涛H並回帰分析 儘ﾉLﾘ,雲ﾙﾈ.(-ﾘ*ﾘ.,(7X6ｨ5ｸ5h8x98,X,ﾘ,ﾒﾈ･Izｩ4xｸ,舒2                                                  
各指標のコミュニケーションの程度(5点リカート)の平均値o 劔いた測定結果の高いコミュニケ-シヨン(戦略的適合吸)が高い財務的成果 
<概略的適合度> 7鶴の取略的盤賓性と12の非財務指標のコミュニケーションの程度との適 合度から各社の平均的な適合度を算出○ 劔につながっているo 
-　hi鼎　-
著者/雑誌* 儖ﾞk轌Ux,ﾉy駅ﾕ242成果変数 兒ｩﾙｲ分析方法 ﾈ惠,亊h+x.偃X,瓜ｩﾘﾈｸ悗               
VanderStedeet al.(2006) BRA 橡y駅+8.ｨ.俤Ｃ兌ﾘ廁轌Ux,ﾉﾙvﾉｳﾞk轌Urビ痛>YHｼikｭi,ﾈ轌Ur鎚ｼhﾈ陏ｨﾇﾘ,ﾈ轌Urビ鎚ﾍｨｷｭi,ﾈ轌Urモ鎚皦ｬ儷ﾘ廁轌Urビﾉ,ﾘ,(,ﾈ4ｨ6X588ｨｸ,兒ｨ*x.ｨ+ﾘｦX輦Ux,ﾉｹ)YInX,ﾉx弾H8)ｩ.Uﾘ廁,ﾈ+ﾘ-8肩,ﾈｬyyﾘ+ﾘ+ｩy駅+X,H*(.,ﾈ*x*H*ｩ.ｈｨxﾌｩ>,ﾉHﾌ(,ﾘn)Uｸ,ｨ587h+8.ｨ+ﾘ轌UyB愉Zｩﾒ,冽*(.x.ｨ.倡yUx,ﾉﾙvﾉｸ,ﾘ轌Ux,ﾉH,hｦX轌Ux,ﾉy駅'+.h.兒ｩ}.h,,H*h.x.ｨ+ﾘｲ<稔合的(財務′非財務的)成果> 財務,業務,従業比撤客関連の莱約について, 儉鞁,ﾉｹ)cベ,h7ｲ相関分析, 平均値の差の検定, 盟回帰分析 (交互作用効果,ベ ンチマークモデルを 設定した残差による 分析) Yzｨ,ﾘ.x+ﾙvﾉｸ,ﾙﾈ惠/ﾏﾈ8+8+ｲt(ﾅY(･Izｨ,儼俯ﾈ,ﾈｺﾙ+(,h皦ｬ倡yUx,ﾉy駅,h,ﾉﾈ惠,x.8,ﾈﾏﾍﾘﾞﾉwﾏｨ*ｨｬ+8.ｨ+ﾘ*｢ﾈｷｬ儖ﾞ茯酲Ux,h,ﾉn(,X,ﾙ:B                                                                                                    
業界平均と比戟した評価(5点リカート)を単純平均し た個(国子分析の結果は一つの国子を抽出)○ ﾒﾘ,ﾉｹ(ｼcCﾈﾏﾍﾘﾞﾉwﾏｨ,ﾘﾊ偬8.ｨ,+ﾖt(7867ﾘｸ4(6h8ｸ.h.晴,(轌Ux,ﾉy駅,ﾙe(+X*)ﾈ惠,(,ｨ,,B*(.ｸ自_ｲﾈ.h.慰ﾉLﾘ,育yUx,ﾉy駅,X,ﾙ:H,ﾈﾏｨ,ﾘｬ+8.ｨ,+ﾘｲ                                       
Widener(2006) 橡O69ﾙ4倡yUx,ﾉGXｸ,亊h+x.僖i&ﾓ<財務的成果> W7FH6hｸ5ｸ5共分散構造分析 ﾙzｩ4倬ﾋ忠ﾉ4膝)gｲﾈﾕﾉ)4倬gｲﾉZ謁ﾙ4倬gｲﾉD)wiｸ,ﾒﾉO69ﾒ                        内部の情報システムにおける17の指標の利用に対するトップマネジャーの 劔的指標の盈安性の認知の向上を通じて,成果に正の好廿を与える.ただし, 
MAR 僖i&ﾘ+x.Y¥ｲペ5ｨ4ｨｸ6r宿Zｩﾘ,I(ｨ+8.ｨ+ﾓX圷,ﾈ*H+ﾂROAo 亊ﾈ-ﾈ.ｨ.x冲ﾈ躪,渥hﾅx*ｨｬ+8.ｨ+ﾙ¥H,ﾒﾉｹ(ｼh,iOｻｸｼh,h,Rﾒ臟R茯,,H*な拮*"                               
3田子(従業fl,オペレーショナル,生産性)の下位尺度得点(*純平均)○ 劔成果につながる戦略的資源と菜新評価指標の組み合わせが異なっていた○ 





Bumeyand Widener(2007) BRA 毒5ﾕ3ﾝ9ｩ.h5X8,h･Izｨ,h,ﾈ8ｨ985ｸ5x,ﾉ/iNrﾙzｨ,hｭiｸ,ﾈ*.倡yUr,ﾉy駅ﾉ$)ﾈ+8.ｨ+ﾙﾙzｨ,ﾉyﾘ,ﾈ辷腕ﾈ宿惠ｭhﾅx,ﾉk篦ﾙzｨ,ｸﾘx+x.b*I+8.ｨ+ﾘ轌Ux,ﾉy駅亊h+x.俶ﾈ,(,ﾈn"謁駅+X,H*(,(9ｨ,ﾃ/ｭﾈ-繪5ｨ4ｨｸ6rh,,F紋弁.ｲ<管理者成果> 戦略的計画と意思決定に対する成果(意思決定 DﾔFF宥WFVﾖvVﾖV蹈66蹤蹠2,ﾈ8986ｳs#洩ﾂ共分散構造分析 5ﾕ8,ﾒﾉYkｭi饑,ﾉ4ｹ井y;iox,ﾈﾛIhh+8,ﾉ.岑/,ｨ+h,Bn(ｼ94ﾈ惠/ﾏﾈ8+8+ｲ                                                                                 
に適切な情報を有している′必要な職略的怖報を入 手できる)に関する二つの質問で測定(7点リカート)○ 劍t5ﾕ8,iYkn(ﾇﾙWﾉU｢ﾉox,ﾉ&yj+2ﾉoｨHｨｹ:,h,ﾈｭhﾅx*｢ﾉUﾘ廁7h8ﾒ5ｨ5h,ﾈ8ｨ985ｸ5rﾉz艙Rﾘ6ﾈ5x88ｸ,ﾈﾆ,h,,I+)8.ｨ.ｲ                         
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EAR 2ケ月で当初の期待と比べた評価(7点リカート)の平 刄汲ﾝ定した残差に Yｲ)>4兔ｲﾙzｩ44877(8ｨ6X4"ﾉX,ｹi4X*.韮                   
均侶o 凾謔髟ｪ析) (ﾝＣﾉUx/ﾕh+X,(5(5x,ﾒﾉ¥ｹX,ﾈｬx,ﾙTｸ+X.Tｹwh*｢,(,*ﾘ.x+ｸﾖｸ轌Ux/暹7侈ﾈ+x5(5ﾘ.X*ｸ*"                             
GraLtonetal. (2010) AOS 栃輊ﾈ9倡yUx,h輊ﾈHｬ8轌Ux,ﾈｺItﾉｳ7(5x6ﾈ5h6ｨ6(6x,ﾈｬyHｩ?肩.48987H4ｸ7ﾘ6X487X,X*.hﾖﾈ*h.x.ｨ.佻ﾈ,(,ﾂ轌Ux,h8譏*ｩUﾘ廁,凉駅+x.iDh+X,H*(.佻ﾈ,(,ﾈ轌Ux,ﾈ*H+雕+X,H*".倡yUx,冰h.x.ｨ.ｩ8987H4ｸ7ﾘ6X487X6ﾈ58,ﾈ4X4x486x,ﾈﾘxﾇi&ﾆﾈ7H4(ｸ6(4粨5(986x8ﾘｸ8ｸ,h7H4(ｸ6H46x5(986x8ﾘｸ8ｳ輊ﾈ9倡yUx,ﾉJｨ,(,ﾉy駅Vﾉ4亊h+x.俯"ペ5ｨ4ｨｸ6rh,,B(ｨ+8.ｨ+ﾙ?,(,ﾈ宿<総合的成果> 過去も含めて淡合企業と比較した全体的な財務 紫grは期待に対するSBUの全体的業胡(ともに7点 リカート). 坪5x8ｨ4,ﾉｹ(ｼhﾂ5Hｸ7(5胃ﾃs逸,ﾃkﾈ,ﾅ4%X7ﾘ6ﾈ5x88ｲ共分散構造分析 8輊ﾈ9ﾈ+ﾘ-ﾈ轌Ux*ｨ7ﾘ6ﾈ5x88ｸ,ﾉm冩Uﾘ廁ｬ94X.y駅+8.｢,H*(.i&ﾘｦX,H*(.iMﾘ,hﾋｸﾝﾘ,ﾉﾈ惠,h,ﾉ8,ﾈｭhﾅx,ﾒﾈ7H4(ｸ6(4粨5(926x8ﾘｸ8ｸ,x..ｨ.x,ﾈ轌Ux,ﾉy駅ﾈｯh,ﾈ54877(8ｨ6X4)y駅,h,,I(r櫁+8.ｨ.薬                                                                                                               
LeeandYang (2010) MAR ﾙ9ﾘﾘx+8.ｨ+ﾘ轌Ux,ﾉy駅%48,ﾈ貶,(,ﾈ雹5冢(ﾇﾘ+X+ﾓ#,ﾈ轌Ux*｢ﾈ8ｸﾘ6ﾈ5x8986x,h,,IYInR<歳合的成果> I伊H竧処8ｨｮ韮回帰分析, 9ﾘﾘx+8.ｨ+ﾘ轌Ux,ﾉy駅,iﾈ惠,h,ﾈｭhﾅx,ﾒﾉtﾈｴ4yH.h.ｴ､)4x                               
評価のために利用されている程度(5点リカート)○ただし,国子分析の結果よ 劔において,より強くなる(ただし,十分に開発されたPMSと菜弟との関係が 
り,三つは除外○ 冕ｹybﾅ$BﾈﾍｨｷiｲﾉｹVﾈ5Hｸ7(5ﾉV俯剔g純構造によって調整されるという仮説は支持されなかった)o           
<十分に開発されたPMS> 偖ﾘｼhﾈh蝎ｸ,亊h+X,Bﾉ_ｨﾘx,iNHｧ(+X+ﾘ皦ｬ儷ﾘ幵第168社 ﾘ5x686xｴZｩﾒ②放争の程度がより高い企第では,十分に開発されたPMSと菜約の関係          
Speckbacheretal.(2003)の三つの分類の一つ(因果モデルの包含とイ 茶Y5ｨ4ｨｸ6rｲ凾ｪより敷くなる(ただし,統合された指標の利用での同様の仮説は支持さ     
ンセンチイブとのリンケージの舵供が特徴)○自社のPMSの位想づけをこのタ イプとして選択した企第〇 劔れなかった)○ 
*雑誌の略徒名は下記の通りである｡
AOS', Accounting. Organizadons and Society. BAR; Bridsh Accouming Review, BRA; Behavioral ResearchinAccounting. EAR; European Accounting Review,
JAMAR; Journalof Applied Management Accounting Research. JAR; Journalof Accounting Research, JMAR: Journal oE Management Accounting Research,






















































けではなく,むしろそうした研究は少数派(Braam and Nijssen, 2004 ; DaviSandAlbrigh,
2004 ; Hoque and James, 2000 ; Ⅰ仕ner et a1., 2003b ; Malina and Selto, 2001など)である｡
少数しかないにもかかわらず,各研究でのBSCの測定方法は多岐にわたっている｡その
ため, BSCの導入/実践が成果の改善につながるのかどうかは先行研究の結果からは断







ている研究が先行研究のなかには見受けられる(Braam and Nijssen, 2004 ; Speckbacher




































Burneyand Widener, 2007 ; Burney et a1., 2009 ; Chenhall, 2005 ; Henri, 2010 ;Lee and






いる(Adams and Roberts, 1993 ; Ittnerand hrcker, 1998b ; Maha and Selto, 2001 ;
McNair eta1., 1990 ; Nanni etal., 1992 ; Neely etal., 1994)117｡実際に成果との関係が検証
されている内容としては,戦略との整合性(Bed血rdeta1., 2008 ; Bumey弧dWidener,
2007 ;Yu eta1., 2008 ;西屠, 2006),指標の技術的特性(Burneyetal., 2009),因果関係
(Bedford et a1., 2008 ; Burney and Widener, 2007 ; Burney et a1., 2009 ;Lee and Yang,
2010 ;Yu eta1., 2008),統合性(Chenhall, 2005), PMSのダイナミズム(Henri, 2010),











































た総合的な成果)を成果変数とする研究も多い(Braam and Nijssen, 2004 ; Chenhall,
2005 ; De Geuser et a1., 2009 ; Henri, 2010 ; Hoque, 2005 ; Hyv6nen, 2007 ; Jer･mias and
Gani, 2004 ; Sin andKillough, 1998 ; Van der Stede et a1., 2006).
また, BSCによって実現が期待される管理上の効果や行動的影響を成果として捉えて
いる研究も少なくない｡たとえば, Mahoneyetal. (1963, 1965)に従った計画や調整など
の管理項目に関連した成果(Hall, 2008 ; huandMoser, 2008),モチベーション改善や
-81 -
戦略共有効果(Bed血rdeta1., 2008 ;Yueta1., 2008 ;柿, 2004 ;渡蓮, 2009)などが成果変
数として捉えられている｡また,インターラクテイブ利用の効果としては,戦略的変化




























































































本研究は, BSCに関連する先行研究を, ｢業績評価｣, ｢報酬とのリンケージ｣, ｢因果関

































































莱/業務戦略(Hyv6nen, 2007 ; Jansen et a1., 2009 ; Said et a1., 2003 ; Van Veen-Dirks,
2010),ライフサイクル(HassabEhabyeta1., 2005),組織構造/プロセス(Bhimani and
hg丘eld-Smith, 2006 ;Lee and Yang, 2010),部門間相互依存性/外部性(Baimanand
Baldenius, 2009 ; Bouwens and VanLent, 2007 ; Hansen, 2010 ; Kea血g, 1997 ; Van Veen-
Dirks, 2010),コンフィギュレーション(ChenhallandEuske, 2007 ; GerdinandGreve,





























































































































































ことが多いようである(Kaplan and Norton, 2001a)0
27　仮説として検証され支持されたのは, ｢多様であり補完的であること｣, ｢客観的で正確であること｣, ｢情





















































































55　凝集の分析は戦略/個人という二つの水準にて行われる(Botuguignon etal., 2003 ; NOrreklit, 2000)o





































盾するものの同時併存を意味する(Camer･on and Quinn, 1988)0






期的で徹底的な利用｣, ｢統合的なリエゾンツール｣, ｢戦略的不確実性への焦点｣, ｢意思決定に対する促進的
で非侵入的アプローチ｣, ｢シニアマネジャーによる選択｣から構成される｡組織プロセスへの影響は,
｢データが基づいている想定を疑問視する/改訂する｣, ｢意味の共有/創出｣, ｢テンションの具体化｣, ｢戟















73　ただし,ケイパビリティ概念の操作化に関して, Gra丘onetal. (2010)とHenri (2006b)の方法は大き
く異なっている点には注意が必要である｡































































92　ただし, BukhandMalmi(2005)は, NlオrTeklit (2003)の指摘する修辞技法のみならず, BSCの実用可
能性も重要な役割を果たしていると述べている｡
93 ｢nonbudgetmanagement｣はスウェーデン語の｢budget16st鈷retagande｣を英訳したものであり,国際
















































109　ただし,研究の主たる関心が非財務指標やSPMSに置かれていない実証研究(Chia, 1995 ; Chenhal1and










114　タブロー･ド･ボーJt, (Bourguignon etal., 2004 ; Bromwich and Bhimami, 1994 ; Epstein and Manzoni,
1997;GehrkeandHorvah,2002),パフォーマンス･ピラミッド(McNairetal.,1990),パフォーマンス･
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